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～世田谷につばさを～ 
住み続けたい街を目指す！

世田谷区出身（２７歳）

ひびきや つばさ

はじめまして、ひびきや つばさです！ 
第１号は、活動報告と自己紹介です！
『等々力渓谷の清掃活動に参加しました』 
先日、等々力商店街振興組合の皆様と等々力渓谷の清掃活動
を行いました。等々力渓谷は、２３区唯一の渓谷であり、貴
重な地域資源です。実際に渓谷の清掃を行ったところ、日頃
から渓谷全体が非常に綺麗に保たれている印象を受けました。
しかし、雨の影響で水量が増すと、上流からゴミが流れてく
るため、美しい渓谷を守るためには、引き続きの清掃活動が
欠かせません。公共の場所は、綺麗に保てばゴミのポイ捨て
をする方は少なくなります。一方で、ゴミが落ちていれば「自
分も捨ててしまおう」と思う方もいるかもしれません。地元
住民の方も・この地域に遊びに来た皆様も、気持ち良く過ご
せる環境づくりに微力ですが力になっていきたいと思います。

『次大夫堀公園田植え体験』に参加しました！ 
今春、世田谷区喜多見の次大夫堀公園で行われた田植え体験に参加
いたしました。地元の小学生・園児などを中心に一般参加の方も含
めると１０００人以上が参加する区内でも屈指の一大イベントです。
毎日食べるお米を、泥だらけになり自分の手で植える作業は教育上
も非常に大切です。昔から自分で作ったものは格別に美味しいと言
いますが、是非多くの子供達にも体験してもらい、「食べる」とい
う意味をいつもと違う視点から感じてもらいたいです。 
　次太夫堀公園は、「生きている古民家」と言われ、歴史に触れる
ことのできる一味違った公園です。等々力渓谷と同様に、貴重な地
域資源、次の世代へ繋いでいくことはいまを生きる私達の使命です。
世田谷区が持つ文化や歴史や自然を守り・育てていく想いを持ち、
現在日々の活動に取り組んでいます。
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これまでの、ひびきや つばさ
『学生時代はテニスに打ち込む』 
私は、小学生から高校生までテニスに打ち込みまし
た。中学時代には個人・団体で関東大会にも出場し
ました。努力をすれば結果につながるということ、
また団体戦においては、チーム・組織で戦う面白さ・
難しさを肌で学びました。テニスは生涯スポーツで
す。今後もテニスを通じ、さらに「輪」を広げてい
きたいと思います！

『大学時代は幼児教育に携わる』 
幼児教室で先生として４年間働き、「幼児期教育」
の重要性を学びました。幼児期はスポンジのように
物事を吸収・体得する「育ちのゴールデンタイム」
です。幼児期の過ごし方が、以降の人間形成に大き
く関わることを体感しました。 
教室の方針は、「よく学び、よく遊び、よく食べ
る」、心身ともに充実した教育のために、わたしも
一緒に絵を描き、体操を行い、遠足に引率しました。
未来を生きる子供達を間近にした事が、将来の日本
のあり方を考えるきっかけになりました。

『櫻田義孝衆議院議員の秘書に』 
大学卒業後、国政の大きな視点を学ぶため、現在７
期目の櫻田義孝衆議院議員（千葉県柏市・我孫子市
選出）のもとで住み込みで３年間秘書として仕え、
永田町勤務、地元勤務を経験致しました。 
地元では、日々の後援会活動に加え、農作業や餅つ
き、お祭りの運営など、『地域の方と共に』街づく
りに燃えていました。地域の方と共に汗を流し、本
音で語って頂ける関係を築くこと。本当に必要な政
策は、そこからしか生まれてこないと学びました。 

～ひびきや つばさの経歴～ 
１９９１年１月１７日生まれ（現在２７歳）。世田谷区野毛出身。 
大学卒業後、衆議院議員櫻田義孝の秘書として住み込みで政治のイロハ
を学ぶ。現在、皆様の声を区政に届けるために日々活動中。 

『地域の方々と年末の餅つき大会』


